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8 月に入り、子どもたちは夏休み真っ最中で

す。題の 2 度目の夏休みとはコロナ禍で迎え

る 2 度目ということです。でも今年は昨年と

違い、どう予防したら良いかがだいぶ解って

きました。しかし、コロナの変異株の感染が

拡大しています。高齢者や職域等でワクチン

接種をされた方もいらっしゃるようですが、

この変異株は子どもにも感染するということ

があります。また、長い間この緊張下に置か

れ、注意が散漫しそうになることもあります。

無観客とはいえ、オリンピックで人が多く町

に出ていることもあります。今しばらくコロ

ナが終息するまでは、一人ひとりが十分に注

意を払っていきましょう。私たちも十分に気

を付けますので、皆様のご協力お願いいたし

ます。 

 

 しかし、夏休みはいろいろな経験ができる

といいなと思っています。昨年に引き続き、

泥だんご作りに真剣なお友だちもいるようで

す。幼稚園や保育園の砂場で砂遊びをいっぱ

いしていたお友だちも小学生になると中々砂

遊びはしなくなります。でも一度遊び始める

と集中して真剣に取り組んでいる姿もよく見

ます。屋上で高学年ももくもくと取り組んで

いました。 

  

 

創始者である賀川豊彦は自然体験を、とても

大切にしていました。幼いころから家の手伝

いで馬のまぐさを刈ったり、水車を踏んだり、

田植えや麦刈り、蚕の世話、大根やさつま芋

の切干つくりをしたそうです。幼いので、ど

れだけ手助けになったかはわかりませんが、

傍らでそれらの作業を見ていたことは大きな

経験になったと思います。また、故郷の吉野

川でも魚釣りや昆虫採集をしたり、弁慶ガニ

を取ったり、自然の中で生き生きと遊んでい

たようです。だからか、乳幼児事業にかかわ

るようになってからも自然体験を保育の中に

多く取り入れたといわれています。 

 

本所賀川記念館でも昔から林間学校や臨海

学校、ワークキャンプをしていました。 

 コロナ禍になって、人との密の交わりが避

けられるようになり、マスクをしているので、

相手の表情もわかりづらく、コミュニケーシ

ョンが取りづらいとされています。観戦もそ

の場ではなく、テレビやネットを通してとい

うことになります。それは今は、どうしよう

もないことかもしれませんが、この状況下で

できることは惜しみなく実行していきたいと

願います。どうかご家庭でも貴重な夏休み、

子どもたちに豊かな体験をさせてください。 
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